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◎はじめに 

町民の皆様、並びに町議会議員の皆様、私は、去る４月の

統一地方選挙におきまして、皆様の温かいご支援をいただき、

苫前町長に就任をいたしました。 

 

本日、令和元年第２回苫前町議会定例会の開会に当たり、

私の町政運営についての基本的な考え方を申し上げ、町民の

皆様、並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力を賜りたい

と存じます。 

 

私は、この度の選挙におきまして、「いつまでも暮らしてい

ける苫前に！」を合言葉に、町民の皆様との対話を重視した、

開かれた町政の下で、町民と行政が一体となった夢と希望の

持てるまちづくりを目指したいと、町民の皆様に訴えてまい

りました。 

 

一次産業の生産基盤のさらなる確立や、高齢者・子育て対

策の拡充をはじめ、公約としてお伝えをしてきた政策や課題

に、これからの４年間、全力で取り組んでまいりますこと、

決意を新たにしているところでございますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

◎町政運営及び財政運営の基本的な考え方 

はじめに、町政運営の基本的な考え方についてでございま



- 3 - 

 

す。 

 

地域の大きな課題である人口減少問題への対応ですが、い

つまでも暮らしていけるまちであり続けるためには、子育て

や福祉だけでなく、経済も含めた幅広い分野での取組、連携

が必要になってまいります。 

 

そのため、「第５次苫前町総合振興計画」や「苫前町まち・

ひと・しごと創生総合戦略」に掲げられた施策を踏まえつつ、

私が重要なテーマとして掲げてきた一次産業の基盤整備のさ

らなる確立や高齢者・子育て支援の拡充、災害に強い安心・

安全なまちづくり、効果的で効率的な行財政運営に取り組む

ことを基本として、具体的には、次の３点を中心にまちづく

りに取り組んでまいります。 

 

１点目は、「一次産業の基盤強化による生産振興と担い手の

確保」についてです。町民の暮らしを支え、人口減少の抑制

を進めるためには、一次産業の活性化が必要不可欠でござい

ます。スマート農業などの新しい技術の導入を推進するとと

もに、ナマコ養殖事業の推進や漁港の整備、労働力不足に対

応した取組を図ってまいります。 

 

２点目は、「高齢者・障がい者福祉対策と子育て支援対策」

についてです。一生をこのまちで暮らしたいと望んでいただ

けるよう、高齢者施設の新設と苫前厚生クリニック２階の有

効活用の検討を進めてまいります。また、子育て対策では、
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まちとしての考え方をしっかりとお伝えできるよう、子育て

条例の制定に取り組んでまいります。 

 

３点目は、「商工観光振興と苫前ブランドの推進」について

です。わがまちには、世界に誇れる食資源や、自然、風景、

文化があります。わがまちの魅力を効果的に情報発信し、苫

前ブランドを確立して特産品などの販路を拡大するとともに、

インバウンドを含めた観光客の誘致に取り組み、地域内消費

の拡大を図ってまいります。 

 

 次に、財政運営の基本的な考え方についてでございます。 

 本町における財政状況は、平成２９年度一般会計決算では

実質収支額が１億３，３９９万円の黒字決算となりましたが、

近年の大型事業の実施に伴い地方債現在高及び地方債償還額

は増加しており、当面は高い水準が続くものと見込まれるこ

とから、計画的な事業の実施と新規発行地方債の抑制に努め

る必要があるほか、地方交付税の増額も見込めない状況にあ

ることから財源不足に対する各種基金の取り崩しも見込まれ

るため、一層の計画的な財政運営を進める必要があると考え

ております。 

 

 また、高齢化に伴う社会保障経費の伸びが見込まれるほか、

事務の電算化による保守費用の増加、労務単価や建設資材な

どの高騰による建設コストの増や喫緊の課題である老朽化が

進行している公共施設の維持改修、役場庁舎の耐震改修、近

年の異常気象による災害関連経費に加え、消費税増税による
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歳出も見込まれることから、各事業の必要性や費用対効果、

規模などを再点検のうえ、特定財源の確保に努めるとともに、

財源に見合うよう徹底した節減を図り、将来に向けて健全な

財政運営を堅持していかなければなりません。 

 

 このようなことから、人口減少や先行きが不透明な地方交

付税の現状を踏まえると、将来的な財源不足の懸念が常にあ

り予断を許さない状況にありますが、持続可能な地域社会の

構築に向けて各種施策を推進していく必要があることから、

現在の財政状況を再認識し、必要な行政サービスの水準を確

保しながら、事務事業の見直しを一層徹底し、効率的で効果

的な行財政運営に努めてまいります。 

 

 

◎主要施策の展開 

次に、令和元年度におきます、主要施策の展開について申

し上げます。 

 

１ 産業の振興と地域活性化 

（１）農業 

将来に向け持続可能で多様性を持った農業・農村づくりを

さらに推進するため、特色ある産地づくりを目指し、町とし

ても引き続き支援をしてまいります。 

本年度につきましては、わが町の課題であります労働力不

足及び省力化に対応した取組みとして、GＰＳ等を活用した

スマート農業の普及推進に取り組みたいと考えております。 
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また、昨年 JA 苫前町で開発した苫前町産ゆめぴりか使用の

「あまざけ」のように、町の特産品である米やメロン、ミニ

トマト、とうもろこし等をはじめとする町の農産物や加工品

のブランド化を推進することにより、付加価値を高め、町の

魅力ある地域資源について、情報発信の強化を図ってまいり

ます。 

畜産関係では、酪農家の労働力負担軽減策として上平共同

利用模範牧場への育成牛預託受入、また公社営事業等の活用

により、草地・施設整備、機械導入の支援も引き続き積極的

に進めてまいります。 

また、苫前町の農業用水における重要な水源地である苫前

ダムについて、国営施設応急対策事業により管理機器類の施

設整備が本年度より実施されることとなっており、今後も農

業用水の安定的な確保を図るため着実な事業の実施に努めて

まいります。 

 

（２）林業 

苫前町森林整備計画に基づいた植栽、保育、間伐等の森林

整備を適切に進めるとともに、各種計画に基づいた森林の整

備を推進してまいります。 

また、新たな制度として森林環境譲与税が創設されたとこ

ろでありますが、町としては、基金の創設等、譲与税を適切

に活用し、森林所有者が将来にわたり安定した森林整備に取

り組めるよう、各関係機関と連携しながら森林整備の推進を

図ってまいります。 
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（３）漁業 

漁業は、主要魚種のホタテ出荷が引き続き好調であるとと

もに、タコやイカなどの魚種も好調に推移しているところで

ありますが、漁業全体としては、水産資源の減少、異常気象

による海況変化や天候不順など不安定な状況が続いているこ

とから、安定的な水揚げを確保するため、種苗生産・放流等

による資源増大に向けた「つくり育てる漁業」の取組を支援

していくとともに、ナマコ養殖事業については、各関係機関

と連携を図り資源の増大を図ってまいります。 

また、生産の拠点となる漁港整備については重要であるこ

とから、漁業活動の効率化と安全性の向上を図った漁港整備

を継続し、苫前漁港については、国直轄の第３種漁港として

外来船や避難漁船への対応、災害時の流通機能の確保等、強

靱な漁港整備を推進するとともに、第１種漁港の力昼漁港に

ついても、本年度より港内の静穏度を高めるための外防波堤

の延伸工事を行うこととなっており、町としても引き続き漁

港としての機能確保に努めてまいります。 

 

（４）商工観光                    

商工業の経済活動は、人口減少に加え、後継者不足等に伴

う商店主の高齢化、購買力の町外への流出など非常に厳しい

状況が続いております。これらに対応するため、苫前町商工

会と連携を図りながら、「プレミアム商品券の発行」や「商店

街元気づくり対策」、或いは「販売力強化に向けた活動」につ

いて引き続き支援し、中小企業の経営体質強化と経営安定化

を図ってまいります。また、苫前ブランド・６次産業化を確
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立するため、苫前の付加価値を最大限に活用し、意欲ある生

産者、事業者の取組を支援してまいります。 

観光については、故郷とままえの良さを再認識するための

観光資源の整備発信に努め、インバウンドを含めた交流人口

及び観光客の誘致促進に努めてまいりたいと考えております。 

 

（５）風力発電の推進 

本年度は、運転開始から２０年を迎えた町営風力発電所「夕

陽ヶ丘ウインドファーム・風来望」について、全国初となる

リプレースを実施し、より効率的な風車による売電収益から

町民還元できる施策を実施したいと考えております。 

特に、昨年度発生した胆振東部地震においてのブラックア

ウトが、更なる再生可能エネルギー普及に対する追い風にな

っていることは言うまでもありません。 

風力発電は、固定価格買取制度や送電線整備について先行

きが不透明であるなか、町内はもとより国内に、より多くの

風力発電施設の設置が進むよう、風力事業会社や関係する市

町村と綿密な連携を図り、国や関係者へ陳情を行ってまいり

ます。 

国内の風力発電先駆者としてクリーンエネルギー発信基地

を担っている本町として、更なる風力発電や環境教育の普及

を推進してまいりたいと考えております。 

 

２ 社会福祉の充実と健康づくりの推進 

（１）高齢者福祉対策の拡充 

本町の高齢化率は本年５月１日現在で４１．７５％となっ
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ております。 

平成３０年度から令和２年度までを計画期間とする「第７

期苫前町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」のもと、

誰もが住み慣れた地域で安心していつまでも暮らすことがで

きるよう「地域包括ケアシステム」の構築に取り組んでまい

りますとともに、一生をこの町で過ごしていただくため、高

齢者施設の新設について、検討を行ってまいります。 

 

（２）医療対策の充実及び支援 

地域医療を取り巻く環境は、慢性的な医師不足や地域偏在、

医療制度改革など依然として厳しい状況でありますが、近隣

市町村とも連携しつつ本町に開設されている２医療機関と歯

科診療所の現状の提供体制を維持し、町民の皆様が安心して

医療サービスを受けられるよう医療提供体制の維持、整備に

力を注いでまいります。また、苫前厚生クリニック２階の有

効活用についても協議検討を進めてまいります。 

 

（３）子育て支援の推進 

安心して子どもを産み育てることができる環境を整えるた

め、乳幼児健診や健康教育などの母子保健事業をはじめ、子

育て支援センター、放課後子どもクラブの運営等に対する補

助などにしっかりと取り組んでまいります。また、子どもの

健康増進や子育て世代の経済的負担を軽減するため、引き続

き高校生までの医療費の無料化を図るとともに、出産支援費

の助成、出産祝金の支給、保育料負担の軽減を実施してまい

ります。 
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これら施策の充実と子育てに対する方針を町民の皆様に分

かりやすく伝え、ご理解いただくため子育て条例の制定を進

めてまいります。 

 

（４）障がい者福祉施策等の推進 

 障がいの有無にかかわらず、地域住民相互が安心して暮ら

せる地域社会の実現を目指すとともに、障害者総合支援法に

基づき、住み慣れた地域で自立した生活を送ることができる

よう、障害福祉サービスや地域生活支援事業等の必要なサー

ビスの充実を図ってまいります。 

 

（５）社会福祉協議会・福祉団体等への支援 

地域住民の身近な組織として地域福祉の推進を担っている

社会福祉協議会に対し支援を積極的に行い、地域福祉の推進

や公共的サービスの充実を図ってまいります。 

地域福祉に対するニーズや課題は年々複雑化しており、社

会福祉法人や企業・団体・民生児童委員や町内会といった様々

な方々にご協力とご活躍をいただいていますが、「共生型社会」

の実現のために幅広いネットワークづくりと住民参加を促進

するため、今後とも社会福祉団体や活動組織に対する支援を

行ってまいります。 

 

（６）健康づくりの推進 

生涯を通じた健康の維持増進に取り組めるよう各種地域保

健活動を通じて、健康意識の醸成や正しい知識の普及を図っ

てまいります。また、住民自らが取り組んでいる健康づくり
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や食生活改善などの活動に対しても、しっかりと支援してま

いります。 

 

３ 生活環境の整備と防災対策 

（１）道路の整備 

町道の整備は、地域要望を取り入れて事業を進めています

が、本年度も継続事業で旭長島線歩道整備を行うほか、昨年

完成した苫前３丁目線については、防砂対策として法面にあ

じさい１，０００本を植栽することとしています。また、町

道１１路線における維持補修工事も行い、車両歩行者の安全

な道路確保に努めてまいります。 

また、留萌開発建設部においては国道２３９号の霧立防災

事業のトンネル工事が着手となります。数年間の事業となる

ことと思われますが、出来るだけ早い完成の要望をしてまい

りたいと思います。 

橋りょうにつきましては、香川３線道路線の金刀比羅橋を

はじめ、ほか３橋の修繕工事を実施し、４橋の詳細設計を行

うこととしています。また、長寿命化総点検業務において１

４橋の点検業務を行うこととしています。 

 

（２）河川の整備 

 町管理河川である普通河川については、河川機能保全に重

点をおきながら、２河川の補修工事等を実施するなど適正な

維持管理を行ってまいります。 

 また、北海道が事業主体となり実施している古丹別川河川

改修工事につきましては、国の計画変更が認められ本年度よ
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り計画に基づき遊水池を含めた新たな豪雨災害対策とし、河

川改修工事が着手することになっております。 

 地元期成会等関係機関との調整を行いながら、事業主体で

ある北海道とより一層の連携を図り、地元要望が反映された

治水事業の推進を支援してまいります。 

 

（３）町営住宅等の整備 

 町営住宅は、平成２９年度に見直しを行った公営住宅等長

寿命化計画に基づき、本年度も西団地１棟６戸、北星団地１

棟４戸の改善工事を実施するほか、西団地２棟６戸、北星団

地１棟２戸の解体工事を実施致します。 

 つきましては、適切な管理戸数を維持しながら高齢者や単

身者対応等の住民ニーズに即した団地形成を目指します。 

 更に住民を対象とした住環境整備補助金も引き続き実施し、

快適で良質な住環境整備とともに定住促進を図ってまいりま

す。 

 

（４）水道施設整備 

水道施設は、日常生活にとって欠くことができない基盤施

設であることから、水質の保全と安定的な供給を最優先事項

と考えておりますので、適切な管理を行ってまいります。 

また、本年度より苫前地区における臨海配水池施設更新に

おける基本設計に着手し、来年度以降詳細設計を含めた施設

整備の更新を実施するとともに、古丹別地区浄水場など耐震

改修を考慮した計画を今後策定し、簡易水道施設におけるイ

ンフラ整備を計画的に進めていく予定であります。 
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また、水道本管についての断水等事故防止に努めるなど、

常に問題点を把握し、簡易水道事業の円滑な運営を図ってま

いります。 

 

（５）生活排水等処理対策の推進 

 下水道整備については、昨年度で面整備は終了し、本年度

より、ストックマネジメント業務において、４年間の施設管

理計画を作成することとしています。 

 施設維持等における機能保持を前提として、計画的な改修

計画を作りたいと考えています。 

 今後においても衛生的で住みよい生活環境の整備を図ると

ともに、水洗化普及向上のために広く住民にＰＲを行い、下

水道事業の効果促進を図ってまいります。また、苫前・古丹

別市街地以外の地域における合併浄化槽設置を継続し、全町

の生活排水処理に関する地域間格差の解消を目指します。 

 

（６）交通対策 

高齢者及び障がい者の日常生活における身近な移動手段と

して、引き続き、にこにこタクシー運行事業を実施してまい

ります。また、来月より、運行範囲に道立羽幌病院を加える

こととしまして、町民の皆様に喜んでいただけるよう、今後

も事業内容を精査しつつ、適切な事業運営を図ってまいりた

いと考えております。 

また、町民の生活交通網を維持するため関係機関と連携し、

利用状況に応じたバス路線の確保や車両、待合所の維持など

バス利用者の利便性向上を図ってまいります。 
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（７）防災対策 

防災対策の基盤となる地域防災計画について、昨年の北海

道胆振東部地震を踏まえた見直しを行うとともに、初動体制

の充実、強化を図るため、防災タイムラインの見直しについ

て取り組んでまいります。また、災害に強いまちづくりを推

進するため、地域全体の防災意識と連帯意識の強化・推進に

努めるほか、必要なインフラ整備に関しても、関係機関との

協議、検討を進めてまいります。 

また、地域において取り組まれている防災訓練に協力する

ほか、町としても関係機関と連携した防災訓練を実施すると

ともに、食料などの物資や応急対策活動を円滑に行うための

防災資材及び備品などについて、計画的な備蓄と調達体制の

整備を進めてまいります。 

 

４ 行財政改革の推進 

本町の財政状況についてですが、地方債現在高及び地方債

償還額が増加しており、当面は高い水準が続くものと見込ん

でいるところでございます。各事業の必要性や費用対効果に

ついての点検、評価を徹底し、計画的な事業執行にあたると

ともに、特定財源の確保や費用の一層の節減に努め、将来に

向けた、健全な財政運営を堅持してまいります。 

また、行政運営にあたり、町民の皆様に頼りにしていただ

けるよう、無駄の排除や情報公開を徹底するほか、総合相談

窓口の設置など、行政組織機構の改革によって、効率的な行

政運営と行政サービスの質的な向上を目指した人事管理を着
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実に推進してまいりたいと考えているところでございます。 

私を含めた職員全員が一致団結して、町民の視点に立って

ものごとを考え、行動できるよう、さらなる意識改革に力を

注いでまいります。 

 

 

◎むすび 

以上、令和元年度の町政執行に臨む私の所信の一端を申し

上げました。 

 

 人口減少が続く中、地方は生き残りをかける時代となりま

した。国の財政収支の悪化から地方交付税の減額が続く中で、

あらゆる法改正や制度設計の変更が続き、地方自治体にとっ

て何が必要で何が不必要なのか、今までになく精査が求めら

れる厳しい時代であります。今こそ行政は町民各層とのなお

一層の対話が必要なときであり、町民の想いを行政に反映さ

せなければなりません。厳しい時代だからこそ町民の皆様と、

このまちに対する真摯な想いを共有しなければなりません。 

 

５月１日に３０年続いた平成の時代が終わり、令和という

新しい時代が始まりました。新しい時代、広く世界に目を向

けて、社会や暮らしの変化に柔軟に対応していくことが大事

なことでありますが、それと同様に身近なところに目を注ぎ、

先人が育んできた文化や伝統を大切に受け継ぎ、未来ある子

ども達に胸を張って引き継ぐことができる心豊かなまちづく

りを進めていかなくてはなりません。 
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身の引き締まる思いの中、これからの４年間、開かれた町

政のもとで「いつまでも暮らしていける苫前に！」を合言葉

に、町民と行政が一体となった夢と希望の持てるまちづくり

を実現するために全力の限りを尽くして取り組んでまいりま

す。 

 

結びになりますが、あらためまして町民の皆様、町議会議

員の皆様の、町政に対する一層のご理解とご協力を賜ります

よう、お願い申し上げ、令和元年度の町政執行方針といたし

ます。 

 


